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ペ
ル
シ
ア
戦
争
と
い
う
の
は
、
究
極
的
に
言
え
ば
、
今
か
ら
二
五
〇
〇
年

前
に
バ
ル
カ
ン
半
島
の
一
角
で
お
こ
な
わ
れ
た
一
連
の
「
局
地
」
戦
（
マ
ラ

ト
ン
の
戦
い
、
テ
ル
モ
ピ
ュ
ラ
イ
の
戦
い
、
サ
ラ
ミ
ス
の
海
戦
、
プ
ラ
タ
イ

ア
の
戦
い
な
ど
）
の
総
称
に
過
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
大
国
ペ
ル
シ
ア
に
立

ち
向
か
っ
た
ギ
リ
シ
ア
小
国
連
合
の
奇
跡
的
な
勝
利
は
、
歴
史
の
中
で
幾
度

と
な
く
語
り
直
さ
れ
、
い
つ
し
か
オ
リ
エ
ン
ト
的
専
制
に
た
い
す
る
西
洋
的

自
由
の
必
然
の
勝
利
と
い
う
「
世
界
」
史
的
な
事
件
へ
と
変
質
し
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
ペ
ル
シ
ア
戦
争
は
、
こ
の
よ
う
な
大
局
的
な
視
点
か
ら
の
み
観
察

さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
き
わ
め
て
日
常
的
な
レ
ベ
ル
で
も
受
け
入
れ

ら
れ
て
き
た
。

　
た
と
え
ば
、
い
ま
や
日
本
の
国
民
的
ス
ポ
ー
ツ
と
も
言
え
る
マ
ラ
ソ
ン
が
、

マ
ラ
ト
ン
の
戦
い
で
の
ア
テ
ナ
イ
勝
利
を
伝
え
る
べ
く
激
走
し
た
伝
令
使
が
、

任
務
遂
行
の
直
後
に
息
絶
え
た
と
い
う
故
事
に
倣
っ
て
創
設
さ
れ
た
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

広
く
知
ら
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
一
一
〇
〇
三
年
公
開
の
ヒ
ッ

ト
映
画
隅
ラ
ス
ト
サ
ム
ラ
イ
』
で
、
明
治
政
府
の
元
お
雇
い
外
国
人
ネ
イ
サ

ン
・
オ
ー
ル
グ
レ
ン
大
尉
（
ト
ム
・
ク
ル
ー
ズ
）
は
、
反
乱
士
族
の
領
袖
で

「
最
後
の
侍
」
こ
と
勝
元
盛
次
（
渡
辺
謙
）
に
、
寡
兵
の
叛
軍
で
多
勢
の
官

軍
に
立
ち
向
か
う
こ
と
も
無
駄
で
は
な
い
と
、
テ
ル
モ
ピ
ュ
ラ
イ
の
戦
い
を

引
例
す
る
。
さ
ら
に
は
、
一
九
九
九
年
に
日
本
に
上
陸
し
た
ベ
ル
ギ
ー
・
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
の
老
舗
「
レ
オ
ニ
ダ
ス
」
は
、
創
業
者
で
あ
っ
た
ギ
リ
シ
ア
人

菓
子
職
人
レ
オ
ニ
ダ
ス
・
ケ
ス
テ
キ
デ
ィ
ス
氏
と
同
名
を
持
つ
、
テ
ル
モ
ピ

ュ
ラ
イ
の
戦
い
で
壮
絶
な
死
を
遂
げ
た
ス
パ
ル
タ
王
レ
オ
ニ
ダ
ス
の
肖
像
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

店
舗
の
意
匠
と
し
て
採
用
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ペ
ル
シ
ア
戦
争
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
分
野
の
み
な
ら
ず
、
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
に
至
る
ま
で
、
広
く
浸
透
し
て
い
る
。
こ
の
戦
争

の
受
容
、
特
に
時
代
ご
と
の
相
を
と
ら
え
る
こ
と
を
厨
的
に
二
〇
〇
三
年
七

月
、
英
国
ダ
ラ
ム
大
学
に
て
、
エ
ン
マ
・
ブ
リ
ッ
ジ
ス
を
代
表
と
す
る
研
究

会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
書
は
、
こ
の
研
究
会
と
そ
の
後
数
度
の
セ
ミ
ナ
ー
で

の
報
告
を
も
と
に
し
て
、
編
纂
さ
れ
た
。

　
本
書
は
金
五
部
、
一
七
章
か
ら
成
る
。
時
代
ご
と
の
広
が
り
を
と
ら
え
る

と
い
う
本
書
の
趣
旨
通
り
、
各
章
は
お
お
む
ね
時
代
順
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
は
、
そ
れ
ら
の
内
容
を
紹
介
し
、
適
宜
論
評
を
加
え
た
い
。

　
第
一
部
「
原
型
」
は
ペ
ル
シ
ア
戦
争
の
同
時
代
史
的
分
析
。
三
人
の
編
者

（
エ
ン
マ
・
ブ
リ
ッ
ジ
ス
、
イ
ー
デ
ィ
ス
・
ホ
ー
ル
、
P
・
J
・
ロ
ー
ズ
）

に
よ
る
「
序
章
」
に
続
き
、
第
二
章
「
古
典
期
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
ペ
ル
シ

ア
戦
争
の
イ
ン
パ
ク
ト
」
（
P
・
J
・
ロ
ー
ズ
）
は
、
二
二
〇
年
に
わ
た
る

ア
カ
イ
メ
ネ
ス
朝
ペ
ル
シ
ア
帝
国
の
歴
史
を
、
特
に
帝
国
と
ギ
リ
シ
ア
諸
都

市
と
の
関
係
に
注
捲
し
な
が
ら
概
観
し
、
読
者
の
知
識
を
整
理
す
る
。

　
第
三
章
「
ク
セ
ル
ク
セ
ス
の
ホ
メ
ロ
ス
㎏
（
ジ
ョ
ア
ネ
ス
・
ハ
ウ
ボ
ル

ド
）
は
、
ペ
ル
シ
ア
帝
国
が
ギ
リ
シ
ア
の
世
界
観
を
い
か
に
利
用
し
た
か
に

つ
い
て
の
論
考
。
ハ
ウ
ボ
ル
ド
の
説
に
よ
れ
ば
、
多
野
語
・
多
宗
教
的
な
世
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界
帝
国
の
支
配
者
で
あ
っ
た
ペ
ル
シ
ア
人
た
ち
は
、
自
ら
の
支
配
の
正
当
性

を
説
明
す
る
た
め
に
、
他
者
の
世
界
観
を
積
極
的
に
取
り
込
み
、
利
用
し
た
。

や
が
て
、
こ
の
ペ
ル
シ
ア
人
に
よ
っ
て
受
容
さ
れ
た
世
界
観
は
ギ
リ
シ
ア
に

逆
輸
入
さ
れ
、
結
果
ト
ロ
イ
ア
戦
争
と
ペ
ル
シ
ア
戦
争
を
同
列
評
す
る
よ
う

な
歴
史
観
が
生
ま
れ
た
の
だ
と
い
う
。
刺
激
的
な
論
考
で
は
あ
る
が
、
当
事

者
で
あ
る
ペ
ル
シ
ア
側
の
史
料
か
ら
論
を
補
強
で
き
な
い
の
は
、
や
は
り
残

念
で
あ
る
。

　
第
四
章
門
エ
レ
ウ
シ
ス
か
ら
の
視
点
　
　
ペ
ル
シ
ア
戦
争
に
お
け
る
デ
メ

テ
ル
」
（
デ
ボ
ラ
・
ボ
ー
デ
ッ
カ
ー
）
。
ギ
リ
シ
ア
湿
た
ち
は
、
ペ
ル
シ
ア
戦

争
の
勝
利
を
神
々
の
加
護
に
よ
る
も
の
と
考
え
、
戦
後
は
多
く
の
神
々
に
感

謝
を
捧
げ
た
。
ボ
ー
デ
ッ
カ
ー
は
、
こ
れ
ら
神
々
の
中
で
特
に
、
一
見
す
る

と
戦
争
と
は
無
関
係
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
、
豊
穣
と
秘
儀
の
女
神
エ
レ
ウ
シ

ス
の
デ
メ
テ
ル
が
戦
勝
に
大
き
く
尽
力
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
理
由
を
問

い
、
そ
こ
に
ア
テ
ナ
イ
の
政
治
意
図
と
デ
メ
テ
ル
が
持
つ
境
界
線
の
守
護
者

と
し
て
の
側
面
を
指
摘
す
る
。

　
第
二
部
「
古
代
の
変
形
」
は
、
ペ
ル
シ
ア
戦
争
か
ら
一
世
紀
経
過
し
た
後

か
ら
ロ
ー
マ
帝
政
期
ま
で
の
古
代
世
界
に
お
け
る
ペ
ル
シ
ア
戦
争
の
受
容
を

扱
う
論
考
四
篇
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
第
五
章
「
プ
ラ
ト
ン
と
ペ
ル
シ
ア
戦
争
」
（
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ロ
ゥ
）
。

プ
ラ
ト
ン
『
法
律
撫
第
三
巻
の
ア
テ
ナ
イ
国
制
に
か
ん
す
る
記
述
か
ら
は
、

プ
ラ
ト
ン
が
ペ
ル
シ
ア
戦
争
時
（
前
五
世
紀
前
半
）
の
ア
テ
ナ
イ
を
称
賛
し

て
い
る
か
の
よ
う
に
読
ま
れ
る
。
し
か
し
、
プ
ラ
ト
ン
は
彼
の
同
時
代
（
前

四
世
紀
前
半
）
の
状
況
と
比
較
し
た
上
で
、
一
世
紀
前
の
ア
テ
ナ
イ
を
評
価

し
て
い
る
に
遇
ぎ
ず
、
前
五
世
紀
の
ア
テ
ナ
イ
を
本
質
的
に
理
想
的
な
国
家

モ
デ
ル
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
だ
と
、
ロ
ウ
は
主
張
す
る
。
本
章
は

「
プ
ラ
ト
ン
と
ペ
ル
シ
ア
戦
争
扁
と
題
さ
れ
て
い
る
が
、
よ
り
正
し
く
は

「
プ
ラ
ト
ン
と
賢
島
世
紀
の
ア
テ
ナ
イ
国
制
」
と
な
る
べ
き
で
あ
り
、
ペ
ル

シ
ア
戦
争
の
受
容
相
を
と
ら
え
る
と
い
う
本
書
の
趣
旨
か
ら
は
、
内
容
的
に

外
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

　
第
六
章
「
前
四
世
紀
の
弁
論
と
歴
史
叙
述
の
中
の
ペ
ル
シ
ア
戦
争
」
（
ジ

ョ
ン
・
マ
リ
ン
コ
ラ
）
。
現
代
の
研
究
者
に
と
っ
て
ヘ
ロ
ド
ト
ス
『
歴
史
㎏

は
ペ
ル
シ
ア
戦
争
の
「
正
典
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
戦
争
か
ら
ま
だ
時
が
浅

い
前
四
世
紀
に
は
、
『
歴
史
』
は
「
正
典
」
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
お

ら
ず
、
個
々
の
弁
論
家
、
史
家
た
ち
に
は
自
ら
の
判
断
に
よ
っ
て
事
実
を
自

由
に
書
き
加
え
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
た
と
、
マ
リ
ン
コ
ラ
は
指
摘
す
る
。

そ
の
た
め
多
く
の
異
伝
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
ら
の
分

析
の
結
果
、
マ
リ
ン
コ
ラ
は
主
に
以
下
の
二
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
ず
、

ヘ
ロ
ド
ト
ス
『
歴
史
熱
で
は
、
決
戦
を
前
に
し
た
ギ
リ
シ
ア
軍
内
に
動
揺
が

見
ら
れ
る
が
、
前
四
世
紀
の
記
述
で
は
、
ギ
リ
シ
ア
軍
は
自
軍
の
最
終
的
な

勝
利
が
約
束
さ
れ
て
い
る
か
の
ご
と
く
、
確
信
的
に
行
動
を
取
る
。
ま
た
、

『
歴
史
』
で
は
戦
勝
に
果
た
し
た
ア
テ
ナ
イ
と
ス
パ
ル
タ
の
役
割
に
比
重
が

置
か
れ
て
い
る
の
に
た
い
し
、
前
記
世
紀
の
記
述
で
は
、
こ
の
二
都
市
の
み

な
ら
ず
他
都
市
の
活
躍
も
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
国
に
果
敢
に
立

ち
向
か
う
小
国
連
合
と
い
う
ペ
ル
シ
ア
戦
争
の
神
話
化
が
か
な
り
早
い
段
階

で
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
、
興
味
深
い
論
考
で
あ
る
。

　
第
七
章
「
ロ
ー
マ
に
お
け
る
ペ
ル
シ
ア
戦
争
の
イ
メ
ー
ジ
扁
（
フ
ィ
リ
ッ

プ
・
バ
ー
デ
ィ
）
は
、
ロ
ー
マ
帝
政
初
期
に
お
け
る
ペ
ル
シ
ア
戦
争
の
表
象

を
扱
っ
た
論
考
。
バ
ー
デ
ィ
は
図
像
や
文
学
作
品
の
中
か
ら
数
々
の
事
例
を

提
示
し
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
と
彼
の
後
継
皇
帝
た
ち
が
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
東

方
の
敵
（
エ
ジ
プ
ト
と
パ
ル
テ
ィ
ア
）
と
の
対
立
を
、
ペ
ル
シ
ア
戦
争
に
な
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そ
ら
え
て
い
た
こ
と
を
例
証
す
る
。

　
第
八
章
「
呪
プ
ル
タ
ル
コ
ス
の
悪
意
に
つ
い
て
幽
…
プ
ル
タ
ル
コ
ス
、

ヘ
ロ
ド
ト
ス
、
ペ
ル
シ
ア
戦
争
」
（
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ベ
リ
ン
グ
）
は
、

同
じ
く
ロ
ー
マ
帝
政
初
期
の
、
し
か
し
ギ
リ
シ
ア
の
文
人
に
焦
点
を
当
て
た

論
考
。
プ
ル
タ
ル
コ
ス
は
ペ
ル
シ
ア
戦
争
に
言
及
す
る
際
、
し
ば
し
ば
ヘ
ロ

ド
ト
ス
『
歴
史
』
か
ら
引
照
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
箇
所
を
分
析
す
る
と
、

プ
ル
タ
ル
コ
ス
の
著
作
間
で
、
同
～
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
た
い
し
異
な
っ
た
評

価
が
下
さ
れ
て
い
る
事
例
を
多
々
発
見
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
ペ
リ
ン
グ

は
、
作
品
の
性
格
、
す
な
わ
ち
伝
記
ま
た
は
エ
ッ
セ
イ
の
主
題
に
合
わ
せ
る

プ
ル
タ
ル
コ
ス
の
柔
軟
性
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
本
章
は
稀
代
の
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
の
先
人
に
た
い
す
る
態
度
を
問
う
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
彼
の
ペ
ル

シ
ア
戦
争
観
に
つ
い
て
は
論
じ
て
い
な
い
。

　
第
一
部
、
第
二
部
が
古
代
史
の
専
門
領
域
を
扱
っ
て
い
る
の
に
た
い
し
、

以
降
の
部
は
近
現
代
史
を
対
象
と
す
る
。
第
三
部
「
ル
ネ
サ
ン
ス
と
啓
蒙
主

義
時
代
の
再
発
見
扁
、
第
四
部
「
国
民
性
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
の
諸
論

考
は
、
一
八
、
一
九
世
紀
に
お
け
る
ペ
ル
シ
ア
戦
争
の
受
容
相
を
問
題
と
す

る
。　

第
九
斜
向
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
『
ペ
ル
シ
ア
人
目
…
オ
ス
マ
ン
帝
国
経
由
、

サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
ま
で
」
（
イ
ー
デ
ィ
ス
・
ホ
ー
ル
）
は
、
古
代
か
ら
現

代
に
至
る
ま
で
の
、
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
『
ペ
ル
シ
ア
人
』
の
上
演
形
態
を
た

ど
り
、
そ
こ
に
垣
間
見
ら
れ
る
自
他
認
識
の
あ
り
様
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。

『
ペ
ル
シ
ア
人
』
は
現
存
す
る
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
作
晶
の
申
で
、
唯
～
史
実
に

取
材
し
て
お
り
、
サ
ラ
ミ
ス
海
戦
の
結
果
を
敗
者
で
あ
る
ペ
ル
シ
ア
帝
国
の

宮
廷
か
ら
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
単
純
な
自
己
称
賛
に
は
つ

な
が
ら
ず
、
演
出
家
が
他
者
に
何
を
求
め
て
い
る
か
を
窺
い
知
れ
る
作
品
で

も
あ
る
。
噸
ペ
ル
シ
ア
人
嘱
は
、
す
で
に
初
演
（
前
四
七
二
年
）
直
後
に
、

カ
ル
タ
ゴ
人
、
エ
ト
ル
リ
ア
人
を
海
戦
で
破
っ
た
歩
歩
の
求
め
に
よ
っ
て
、

シ
チ
リ
ア
島
で
再
演
さ
れ
て
お
り
（
前
四
七
〇
年
）
、
ギ
リ
シ
ア
人
対
ペ
ル

シ
ア
人
と
い
う
本
来
の
文
脈
と
は
異
な
っ
た
文
脈
（
ギ
リ
シ
ア
人
入
カ
ル
タ

ゴ
人
・
エ
ト
ル
リ
ア
人
）
に
置
か
れ
た
。
そ
の
後
、
近
世
に
入
る
と
、
オ
ス

マ
ン
帝
国
が
西
洋
に
相
対
す
る
「
オ
リ
エ
ン
ト
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
き
、

一
九
琶
紀
初
頭
の
ギ
リ
シ
ア
独
立
戦
争
前
夜
に
は
、
『
ペ
ル
シ
ア
人
匝
は
ギ

リ
シ
ア
人
の
愛
国
心
を
高
揚
さ
せ
る
教
材
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
第
二
次
大
戦
以
降
に
は
、
ペ
ル
シ
ア
帝
国
と
ギ
リ
シ
ア
極
右

政
権
や
ナ
チ
政
権
を
重
ね
合
わ
せ
た
演
出
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、

一
九
七
一
年
の
シ
ー
ラ
ー
ズ
・
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
国
際
芸
術
祭
で
は
、
ダ
レ
イ

オ
ス
と
ク
セ
ル
ク
セ
ス
の
墓
前
で
『
ペ
ル
シ
ア
人
』
か
ら
筋
を
織
り
込
ん
だ

創
作
劇
岡
オ
ル
ガ
ス
ト
』
（
英
国
人
ピ
ー
タ
ー
・
ブ
ル
ッ
ク
演
出
）
が
上
演

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
米
国
人
ピ
ー
タ
ー
・
セ
ラ
ー
ズ
演
出
の
『
ペ
ル
シ
ア

人
』
（
一
九
九
三
年
初
演
）
で
は
、
舞
台
は
ス
サ
か
ら
バ
グ
ダ
ー
ド
へ
移
さ

れ
、
ク
セ
ル
ク
セ
ス
は
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
に
概
き
換
え
ら
れ
た
が
、
そ
こ

で
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
の
は
、
敗
者
で
あ
る
ペ
ル
シ
ア
薩
イ
ラ
ク
の
愚
か
さ

と
同
時
に
勝
者
ギ
リ
シ
ア
旨
旨
ア
メ
リ
カ
の
残
忍
さ
で
あ
り
、
イ
ラ
ク
戦
争
開

戦
に
衝
き
動
か
さ
れ
た
米
国
人
エ
レ
ン
・
マ
ク
ロ
ー
リ
ン
の
脚
本
（
一
一
〇
〇

三
年
前
で
は
、
ペ
ル
シ
ア
大
王
ク
セ
ル
ク
セ
ス
が
ア
メ
リ
カ
の
軍
服
を
着
る
。

こ
の
二
作
口
㎜
は
い
ず
れ
も
好
評
で
、
再
演
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
『
ペ
ル

シ
ア
人
』
上
演
の
文
脈
は
、
か
つ
て
の
よ
う
な
自
他
の
単
純
な
二
項
対
立
を

乗
り
越
え
、
自
己
批
判
あ
る
い
は
自
他
対
立
の
解
消
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
た

と
、
ホ
ー
ル
は
結
ぶ
。
二
五
〇
〇
年
も
の
時
を
見
通
し
、
ペ
ル
シ
ア
戦
争
を
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評書

め
ぐ
る
自
他
認
識
の
変
遷
を
跡
付
け
た
本
章
は
、
本
書
で
も
っ
と
も
車
群
な

論
考
で
あ
る
。

　
第
一
〇
章
「
ヘ
レ
ス
ポ
ン
ト
ス
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
の
オ
ペ
ラ
劇
の

変
化
」
（
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
キ
ン
ベ
ル
）
は
、
ギ
リ
シ
ア
遠
征
の
途
上
、
ヘ

レ
ス
ポ
ン
ト
ス
（
ダ
ー
ダ
ネ
ル
ス
）
海
峡
を
舞
台
に
ペ
ル
シ
ア
大
王
セ
ル
セ

（
ク
セ
ル
ク
セ
ス
）
を
中
心
と
し
た
架
空
の
愛
憎
劇
を
描
く
、
ヘ
ン
デ
ル
作

曲
の
オ
ペ
ラ
劇
『
セ
ル
セ
騙
（
一
七
三
八
年
初
演
）
誕
生
の
経
緯
を
探
る
。

本
章
は
、
オ
ペ
ラ
発
展
史
の
研
究
で
あ
っ
て
、
ペ
ル
シ
ア
戦
争
の
受
容
と
は

ほ
と
ん
ど
関
係
が
な
い
。
ま
た
音
楽
学
を
専
門
と
す
る
論
者
に
よ
る
も
の
で
、

本
書
の
中
で
も
異
色
の
一
篇
で
あ
る
。

　
第
＝
章
「
「
力
の
聖
地
」
　
　
ペ
ル
シ
ア
戦
争
古
戦
場
の
再
発
見
」
（
イ

ア
ン
・
マ
ク
レ
ガ
ー
・
モ
リ
ス
）
は
、
テ
ル
モ
ピ
ュ
ラ
イ
の
古
戦
場
を
め
ぐ

る
、
近
代
西
洋
人
の
葛
藤
を
描
く
。
テ
ル
モ
ピ
ュ
ラ
イ
の
古
戦
場
と
し
て
の

価
値
が
顧
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
七
世
紀
以
降
、
主
と
し
て
一

八
世
紀
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
と
き
ま
で
に
、
す
で
に
テ
ル
モ
ピ
ュ
ラ
イ
の

地
形
は
変
化
し
、
古
典
テ
ク
ス
ト
が
伝
え
る
よ
う
な
大
軍
防
衛
に
適
し
た
駐

路
で
は
な
く
、
古
戦
場
を
前
に
し
た
近
代
人
た
ち
は
理
想
と
現
実
の
間
で
思

い
悩
ん
だ
。
あ
る
者
は
地
形
の
変
化
を
認
め
ず
、
ま
た
あ
る
者
は
テ
ル
モ
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
に
し
え

ユ
ラ
イ
の
植
物
や
空
気
か
ら
古
を
感
じ
る
だ
け
で
諒
と
し
た
と
い
う
。

　
第
一
二
章
「
マ
ラ
ト
ン
か
ら
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
ヘ
　
　
バ
イ
ロ
ン
、
戦
勝
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
、
ペ
ル
シ
ア
戦
争
」
（
テ
ィ
モ
テ
ィ
i
・
ル
ー
ド
）
は
一
九
世

紀
ブ
リ
テ
ン
島
に
お
け
る
マ
ラ
ト
ン
の
戦
い
人
気
の
背
景
を
論
じ
る
。
ル
ー

ド
は
一
九
世
紀
英
国
の
歴
史
画
家
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ハ
イ
ド
ン
の
活
動
（
マ

ラ
ト
ン
の
戦
場
か
ら
市
街
へ
激
走
し
た
伝
令
使
の
絶
命
場
面
を
描
画
し
、
ま

た
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
戦
勝
記
念
と
し
て
パ
ル
テ
ノ
ン
型
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
建

設
計
画
に
の
め
り
込
ん
だ
）
と
、
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
・
マ
ラ
ト
ン
の
両
戦
場
を

訪
れ
た
詩
人
バ
イ
ロ
ン
を
め
ぐ
る
評
価
を
分
析
し
、
ワ
…
テ
ル
ロ
ー
の
戦
勝

と
同
列
視
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
マ
ラ
ト
ン
の
戦
い
へ
注
目
が
高
ま
っ
た
と

結
論
す
る
。

　
第
一
三
章
「
歴
史
の
上
演
と
愛
国
的
神
話
　
　
ギ
リ
シ
ア
独
立
戦
争
前
夜

の
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
『
ペ
ル
シ
ア
人
』
」
（
ゴ
ン
ダ
・
フ
ァ
ン
・
ス
テ
ー
ン
）

は
、
あ
る
駐
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
大
使
の
回
想
録
を
絡
き
、
ギ
リ
シ

ア
独
立
戦
争
の
前
年
（
一
八
二
〇
年
）
に
お
こ
な
わ
れ
た
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の

個
人
宅
で
の
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
『
ペ
ル
シ
ア
入
』
朗
読
会
の
様
子
を
甦
ら
せ
、

ギ
リ
シ
ア
古
典
テ
ク
ス
ト
が
現
代
ギ
リ
シ
ア
の
バ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
酒
番
に

果
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
。
ホ
ー
ル
論
文
（
第
九
章
）
が
示
し
た
見

取
り
図
を
、
ミ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
補
強
す
る
論
考
で
あ
る
。

　
第
一
四
章
「
歴
史
叙
述
の
「
起
源
」
と
し
て
の
ペ
ル
シ
ア
戦
争
　
　
ジ

ョ
ー
ジ
・
グ
ロ
ー
ト
『
ギ
リ
シ
ア
史
睡
に
お
け
る
古
代
と
現
代
の
オ
リ
エ
ン

タ
リ
ズ
ム
」
（
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・
リ
ア
ネ
リ
）
は
、
近
代
の
ギ
リ
シ
ア
史

研
究
の
祖
と
さ
れ
る
グ
ロ
ー
ト
の
『
ギ
リ
シ
ア
薪
割
（
一
八
四
六
－
五
六

年
）
の
分
析
。
リ
ア
ネ
リ
は
、
い
か
に
し
て
ペ
ル
シ
ア
戦
争
が
東
洋
と
西
洋
、

文
明
と
野
蛮
の
対
立
へ
と
昇
華
し
た
か
に
留
意
し
な
が
ら
、
『
ギ
リ
シ
ア

三
国
を
読
み
解
く
。
グ
ロ
ー
ト
は
神
話
と
歴
史
の
峻
別
を
意
識
し
、
ペ
ル
シ

ア
戦
争
を
叙
述
の
基
点
に
据
え
た
こ
と
に
よ
り
、
ペ
ル
シ
ア
戦
争
に
歴
史
の

起
源
と
し
て
の
意
義
を
与
え
た
の
で
あ
る
と
、
リ
ア
ネ
リ
は
結
論
す
る
。
し

か
し
、
第
～
二
章
と
本
章
は
と
も
に
一
九
世
紀
前
半
の
英
国
を
論
じ
な
が
ら
、

互
い
の
接
点
を
見
出
さ
な
い
こ
と
は
、
論
文
集
と
し
て
の
利
点
を
逃
し
て
は

　
　
　
コ
　
む

モ
　
　
　
　
　
　
ユ

レ
ま
レ
カ

　
第
一
五
章
「
歴
史
に
直
面
し
た
「
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
な
人
々
」
…
コ
ル
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モ
ン
『
サ
ラ
ミ
ス
の
勝
者
』
㎏
（
ク
レ
メ
ン
ス
・
シ
ュ
ル
ツ
）
は
、
フ
ラ
ン
ス

の
画
家
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
コ
ル
モ
ン
（
日
本
で
も
ポ
ス
タ
ー
画
や
挿
絵
で
有

名
な
ロ
…
ト
レ
ッ
ク
の
師
）
作
の
『
サ
ラ
ミ
ス
の
勝
者
嘱
（
一
八
八
七
年
発

表
）
を
多
角
的
に
読
み
解
く
。
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ェ
の
大
衆
迎
合
的
な
政
策
が
人

気
を
獲
得
し
、
古
典
古
代
を
異
質
な
他
者
と
し
て
見
る
べ
き
と
の
歴
史
家

ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
の
主
張
が
や
や
反
感
を
持
た
れ
て
い
た
当
時
の
社
会
状
況
で
、

普
通
の
人
々
に
よ
る
歴
史
的
な
勝
利
を
描
い
た
コ
ル
モ
ン
の
絵
は
好
意
的
に

受
け
入
れ
ら
れ
た
の
だ
と
、
シ
ュ
ル
ツ
は
指
摘
す
る
。

　
第
五
部
「
二
〇
世
紀
の
レ
オ
ニ
ダ
ス
」
所
収
の
二
編
は
、
現
代
の
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
に
お
け
る
テ
ル
モ
ピ
ュ
ラ
イ
の
戦
い
の
受
容
を
論
じ
て

い
る
。

　
第
一
六
章
「
ク
セ
ル
ク
セ
ス
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
へ
行
く
」
（
D
・
S
・
レ
ヴ

イ
ン
）
は
、
一
九
六
二
年
に
公
開
さ
れ
た
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
『
ス
パ
ル
タ
総

攻
撃
』
の
分
析
。
本
作
は
テ
ル
モ
ピ
ュ
ラ
イ
の
戦
い
で
自
由
を
死
守
せ
ん
が

た
め
に
犠
牲
と
な
っ
た
、
レ
オ
ニ
ダ
ス
王
と
配
下
の
ス
パ
ル
タ
人
三
〇
〇
入

の
物
語
で
あ
る
。
レ
ヴ
ィ
ン
は
ま
ず
、
三
智
が
冷
戦
構
造
を
反
映
し
て
、
民

主
・
王
義
（
ギ
リ
シ
ア
ー
ー
ア
メ
リ
カ
）
の
反
民
主
主
義
（
ペ
ル
シ
ア
勤
ソ
連
）

に
た
い
す
る
勝
利
を
描
い
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
こ
こ
に
は
寡
帝
制
国
家
ス

パ
ル
タ
に
ア
メ
リ
カ
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
い
う
矛
盾
が
生
じ
る
が
、
レ
ヴ
イ

ン
は
そ
の
矛
盾
を
隠
す
た
め
に
張
ら
れ
た
、
数
々
の
仕
掛
け
を
暴
い
て
い
く
。

　
第
一
七
章
「
勇
気
と
栄
光
　
　
プ
レ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
『
炎
の
門
』
の
ス
パ

ル
タ
人
た
ち
一
（
エ
ン
マ
・
ブ
リ
ッ
ジ
ス
）
は
、
米
国
の
小
説
家
ス
テ
イ
ー

ヴ
ン
・
プ
レ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
（
ゴ
ル
フ
小
説
の
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
『
バ

ガ
ー
・
ヴ
ァ
ン
ス
の
伝
説
』
の
作
者
と
し
て
有
名
）
の
欄
炎
の
門
撫
（
一
九

　
　
③

九
八
年
）
を
対
象
と
す
る
。
『
炎
の
門
喚
は
、
ス
パ
ル
タ
に
流
れ
着
き
、
市

民
兵
の
従
者
と
な
っ
た
一
戦
争
孤
児
の
回
想
録
と
い
う
体
裁
で
、
ペ
ル
シ
ア

軍
到
来
前
の
国
内
の
緊
張
か
ら
テ
ル
モ
ピ
ュ
ラ
イ
で
の
壮
絶
な
敗
戦
ま
で
を

活
写
す
る
。
ブ
リ
ッ
ジ
ス
は
、
ペ
ル
シ
ア
戦
争
を
主
題
と
し
て
書
か
れ
た
英

語
圏
の
歴
史
小
説
を
回
顧
し
た
上
で
、
『
炎
の
門
扇
を
も
っ
と
も
成
功
し
た

作
品
と
し
て
評
価
し
、
そ
の
理
由
に
迫
る
。
本
章
は
論
考
と
い
う
よ
り
も
む

し
ろ
、
『
炎
の
門
』
の
書
評
で
あ
る
。

　
以
上
が
本
書
各
章
の
内
容
で
あ
る
。
本
書
に
は
す
ぐ
れ
て
意
欲
的
か
つ
包

括
的
視
野
か
ら
の
論
考
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
本
書
の
趣
旨
と
は
そ
ぐ
わ
な

い
と
思
え
る
議
論
も
含
ま
れ
て
い
る
。
各
章
ご
と
の
時
代
、
地
域
の
転
換
も

激
し
く
、
章
閾
の
連
関
も
希
薄
で
、
個
別
論
文
の
「
寄
せ
集
め
」
と
の
印
象

を
拭
え
な
い
。
特
に
本
書
が
「
結
論
」
に
当
た
る
章
を
欠
い
て
い
る
こ
と
が

こ
の
印
象
を
強
め
、
　
全
し
た
興
味
、
関
心
を
持
っ
て
、
あ
る
い
は
何
ら
か

の
通
時
的
な
理
解
を
得
よ
う
と
の
目
的
か
ら
、
本
書
を
通
読
す
る
こ
と
は
か

な
り
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
全
体
に
か
か
わ
る
コ
メ
ン
ト
を
加

え
る
こ
と
は
難
し
い
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
以
下
の
二
点
を
指
摘
し
て
お
き
た

い
。

　
本
書
中
で
も
っ
と
も
長
い
タ
イ
ム
・
ス
パ
ン
で
考
察
を
お
こ
な
っ
て
い
る

イ
ー
デ
ィ
ス
・
ホ
…
ル
の
論
考
に
よ
れ
ば
、
ペ
ル
シ
ア
戦
争
が
置
か
れ
て
い

た
文
脈
は
、
本
来
の
ギ
リ
シ
ア
人
と
ペ
ル
シ
ア
人
の
対
立
を
離
れ
、
前
号
紀

末
に
は
自
他
対
立
の
解
消
へ
と
む
か
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ

は
本
当
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
ペ
ル
シ
ア
戦
争
を
め
ぐ
る
最
新
の
議
論
を

紹
介
し
て
、
検
討
し
た
い
。

　
一
一
〇
〇
七
年
、
す
な
わ
ち
本
書
参
詣
の
年
に
、
や
は
り
テ
ル
モ
ピ
ュ
ラ
イ

の
戦
い
に
取
材
し
た
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
『
ス
リ
ー
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
瓢
が
公
開
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評ii1
醇釜

さ
れ
た
。
本
作
は
C
G
を
駆
使
す
る
こ
と
に
よ
り
、
原
作
で
あ
る
同
題
の
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ノ
ベ
ル
（
劇
画
調
の
長
編
漫
画
）
の
世
界
観
を
忠
実
に
再
現

す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
現
実
離
れ
し
た
（
漫
画
的
な
）
男

た
ち
に
よ
る
戦
闘
シ
ー
ン
の
過
剰
な
演
禺
は
、
臼
本
で
は
暴
力
的
す
ぎ
る
と

し
て
R
1
5
に
指
定
さ
れ
、
そ
れ
が
さ
ら
な
る
話
題
を
呼
ん
だ
。

　
本
作
は
漫
画
に
依
拠
し
て
い
る
た
め
か
、
歴
史
的
な
誤
謬
（
あ
る
い
は
行

き
過
ぎ
た
脚
色
）
を
あ
ま
り
に
も
多
く
含
む
（
ス
パ
ル
タ
史
家
ポ
ー
ル
・

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
に
は
事
前
に
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
時
代
考
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

に
つ
い
て
は
質
問
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
）
。
た
と
え
ば
、
戦
象
の
み
な
ら

ず
戦
犀
ま
で
登
場
し
て
い
る
し
、
ペ
ル
シ
ア
軍
へ
の
内
通
暴
雨
フ
ィ
ア
ル
テ

ス
は
地
元
民
で
は
な
く
、
ス
パ
ル
タ
出
身
者
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
中
で
も
っ
と
も
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
ペ
ル
シ
ア
人
の
描
写
で

あ
ろ
う
。
本
作
で
は
、
ク
セ
ル
ク
セ
ス
は
ス
キ
ン
・
ヘ
ッ
ド
で
顔
中
に
ピ
ア

ス
を
は
め
た
呪
術
師
（
ダ
ン
サ
ー
？
）
の
よ
う
で
あ
り
、
ペ
ル
シ
ア
軍
兵
士

は
忍
者
服
を
着
た
殺
人
マ
シ
ー
ン
で
あ
り
、
女
性
た
ち
は
同
盤
愛
者
の
よ
う

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
無
茶
苦
茶
な
イ
メ
ー
ジ
に
た
い
し
て
、
特
に
イ
ラ

ン
・
メ
デ
ィ
ア
か
ら
激
し
い
批
判
の
声
が
上
が
り
、
イ
ラ
ン
大
統
領
ア
フ
マ

デ
イ
ネ
ジ
ャ
ド
は
、
本
作
が
自
国
に
た
い
す
る
「
精
神
的
な
戦
争
」
で
あ
る

と
非
難
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
映
画
会
社
ワ
…
ナ
…
・
プ
ロ
ス
の
ス
ポ
ー
ク

ス
マ
ン
は
、
『
ス
リ
ー
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
睡
は
史
実
に
「
翠
玉
と
」
基
づ
い
て

い
る
だ
け
で
あ
り
、
「
観
客
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
だ
け
を
目
的
と
し
た
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
の
作
品
し
で
あ
る
、
し
た
が
っ
て
い
か
な
る
種
類
の
政
治
的
発
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

も
す
る
つ
も
り
は
な
い
、
と
の
コ
メ
ン
ト
を
返
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
事
件
経
過
を
振
り
返
る
と
、
ホ
ー
ル
が
示
し
た
、
自
他
の

対
立
か
ら
解
消
へ
と
い
う
見
通
し
は
や
や
楽
観
的
過
ぎ
る
よ
う
に
思
え
る
し
、

特
に
彼
女
が
エ
ポ
ッ
ク
・
メ
イ
キ
ン
グ
な
出
来
事
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る

凹
オ
ル
ガ
ス
ト
」
の
上
演
が
、
親
欧
米
政
権
の
パ
フ
レ
ヴ
ィ
ー
二
三
で
お
こ

な
わ
れ
た
こ
と
も
、
こ
の
印
象
を
強
め
る
。
ホ
ー
ル
は
一
九
九
〇
年
代
以
降

の
『
ペ
ル
シ
ア
人
』
の
翻
案
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ラ
ク
に
関
係
す

る
も
の
に
限
っ
て
紹
介
し
て
い
る
が
、
で
は
、
イ
ラ
ン
や
そ
の
他
の
国
・
地

域
を
意
識
し
た
演
出
は
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
、
存
在
す
る
な
ら
ば
そ
れ
は

ど
の
よ
う
な
反
応
を
引
き
起
こ
し
た
の
か
、
ま
た
存
在
し
な
い
な
ら
ば
、
な

ぜ
ペ
ル
シ
ア
戦
争
封
湾
岸
・
イ
ラ
ク
戦
争
と
い
う
奇
妙
な
構
図
の
み
が
好
ま

れ
た
の
か
、
興
味
は
尽
き
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
二
…
世
紀
の
ア
メ
リ
カ

が
高
い
評
価
を
得
た
『
ペ
ル
シ
ア
人
』
の
翻
案
と
同
時
に
、
騒
動
を
巻
き
起

こ
し
た
『
ス
リ
ー
ハ
ン
ド
レ
ッ
ト
』
も
生
み
出
し
た
こ
と
は
、
意
識
し
て
お

く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
評
者
は
ペ
ル
シ
ア
戦
争
は
二
つ
の
側
面
か
ら
、
な
い
し
段
階
を
踏

ん
で
神
話
化
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
一
つ
は
大
国
ペ
ル
シ
ア
に
た

い
し
て
ギ
リ
シ
ア
の
小
国
連
合
が
一
致
団
結
し
て
立
ち
向
か
っ
た
と
い
う
神

話
化
で
あ
り
、
も
う
～
つ
は
そ
の
勝
利
が
後
の
世
界
、
あ
る
い
は
西
洋
文
明

の
形
成
に
決
定
的
な
意
味
を
持
っ
た
と
い
う
神
話
化
で
あ
る
。
前
者
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
本
書
で
は
第
六
章
で
マ
リ
ン
コ
ラ
が
論
じ
て
お
り
、
戦
後
一

泄
紀
に
す
で
に
神
話
化
さ
れ
て
い
た
と
理
解
で
き
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
、

本
書
で
は
十
分
に
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
現
段
階
で
は
評
者
も
、
こ
の
神
話

化
が
始
ま
っ
た
時
期
に
つ
い
て
確
信
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

ロ
ー
マ
共
和
政
期
末
の
歴
史
家
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

と
い
う
の
も
、
ロ
ー
マ
帝
国
に
よ
る
地
中
海
世
界
の
統
一
が
な
さ
れ
た
こ
の

時
期
に
は
、
地
域
ご
と
に
書
か
れ
て
き
た
そ
れ
ま
で
の
歴
史
を
統
合
す
る
こ

と
に
よ
り
、
世
界
史
の
叙
述
に
挑
戦
し
た
歴
史
家
た
ち
が
登
場
し
た
か
ら
で
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あ
る
。
な
か
で
も
、
デ
ィ
オ
ド
ロ
ス
は
ペ
ル
シ
ア
戦
争
に
た
い
す
る
自
ら
の

出
身
地
シ
チ
リ
ア
島
の
貢
献
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ペ
ル
シ
ア
戦
争

を
東
地
中
海
金
体
の
事
件
へ
と
押
し
上
げ
た
し
、
ポ
ン
ペ
イ
ウ
ス
・
ト
ロ
グ

ス
は
ペ
ル
シ
ア
戦
争
史
を
ラ
テ
ン
語
で
叙
述
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ロ
ー
マ
帝

国
西
方
の
読
者
に
む
け
て
発
信
し
た
点
で
注
目
に
値
す
る
。
本
書
第
七
章
で

も
、
ロ
ー
マ
帝
国
で
は
ペ
ル
シ
ア
戦
争
と
パ
ル
テ
イ
ア
戦
争
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー

が
好
ま
れ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
よ
り
重
要
な
の
は
当
時
の
人
々

が
、
彼
ら
の
世
界
・
文
明
の
形
成
に
、
ペ
ル
シ
ア
戦
争
が
い
か
に
寄
与
し
た

と
考
え
て
い
た
か
を
探
る
と
い
う
視
点
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
全
体
的
に
ペ
ル

シ
ア
戦
争
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
拾
い
集
め
と
の
印
象
を
受
け
る
が
、

こ
の
神
話
化
の
過
程
を
明
確
に
跡
付
け
ら
れ
れ
ば
、
各
時
代
、
地
域
に
お
い

て
ペ
ル
シ
ア
戦
争
が
語
ら
れ
て
き
た
こ
と
の
意
味
も
よ
り
ク
リ
ア
に
な
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

①
橋
場
弦
（
二
〇
〇
四
）
「
エ
ピ
ロ
…
グ
ー
古
代
か
ら
現
代
へ
」
桜
井
万
里

　
子
・
橋
場
弦
編
『
古
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』
岩
波
害
店
、
二
〇
四
－
二
〇
九
頁
。

②
「
レ
オ
ニ
ダ
ス
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
（
叢
b
ま
〉
く
≦
≦
．
δ
。
巳
紆
ω
恵
Φ
×
．

壱
＼
）
。

③
日
本
語
版
は
、
三
宅
真
理
訳
（
二
〇
〇
〇
年
）
岡
炎
の
門
一
小
説
テ
ル
モ
ピ

　
ュ
ラ
イ
の
戦
い
』
文
春
文
庫
。

④
U
S
A
ト
ゥ
デ
イ
紙
掲
載
の
カ
…
ト
リ
ッ
ジ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
…
記
事
参
照
。
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（
日
本
学
術
振
興
会
海
外
特
朋
研
究
員
・
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
大
学
客
員
研
究
員
）
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